
豊かな自然と文化の薫る海上空港都市三三三昭和60年7月1日 NQI033
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人口の動き
(前月比〉

人口(男) 33.094 +29 
(女) 36. 002 +46 
(計) 69.096 +75 

世帯数 20.740 +35 
6月1日現在

九三D窃ゃLa8
(女子サッカー教室・市営サッカー場)

5月下旬に開講しだ女子サッ力一教室 中学生から主婦まで24人ガ参加 包週日曜日 練習に励んでいる

“ドリブルやヘディングlこも慣れました サッカーは変化があって面白い 適当な運動量で楽しいですよ"

と話すメンバーの夢は “チームを結成して tlLJ'N女子サッ力一大会へ出場しだい"とか

毎月 1日.15日発行 発行所/大村市役所宮(内③4111 編集/広報公聴課 印刷所/九州凸版刷
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7月は…・・・
社会を明るくする運動

青少年を非行から守る強張月間

次
代
を
担
う
青
少
年
に
、
よ
い
環

境
を
提
供
し
、
心
豊
か
な
成
長
を
願

い
、
ま
た
、
不
幸
に
し
て
罪
を
犯
し

て
し
ま
っ
た
人
に
は
、
暖
か
く
愛
の

手
を
さ
し
の
べ
、
更
生
の
道
を
図
る

こ
と
を
訴
え
る
運
動
が
展
開
さ
れ
ま

す
。と
も
す
る
と
、

一
部
の
熱
心
な
人

た
ち
だ
け
に
託
さ
れ
て
い
る
こ
れ
ら

の
問
題
を
、
も
う

一
度
、
市
民
み
ん

な
の
問
題
と
し
て
考
え
て
み
た
い
も

の
で
す
。

家
庭
で
、
学
校
で
、
職
場
で
、
そ

し
て
地
域
の
中
で
見
直
し
、
話
し
合

い
、
語
り
か
け
、
一
人
ひ
と
り
の
協

力
で
、
犯
罪
の
な
い
明
る
い
大
村
の

ま
ち
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
期
間
中
は
各
種
行
事
が
予

定
さ
れ
て
い
ま
す
。
多
数
の
皆
さ
ん

の
参
/加
を
お
願
い
し
ま
す
。

⑨
期
間
中
の
行
事

パ
レ
ー
ド

日
時

7
月
6
日

ω、
午
後
3
時

青
場日 少 場
所時 年 |所
弁 ド

コ 7論 市
ミ月 大 民
ユ13会 会
ニ日 と 館
テ (土)ポ 1
イ、 ス 本
セ午 タ 町
ン後 | ア
タ l展 i
I B寸ケ

7
月
2
日
か
ら
、
市
民
フ
!
ル
が

オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

プ
ー
ル
で
は
、
ふ
ざ
け
た
り
し
な

い
で
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
プ

l
ル
に
行
く
時
に
は
次

の
こ
と
に
注
意
し
て
、
事
故
の
な
い

楽
し
い
夏
を
過
し
ま
し
ょ
う
。

⑨
注
意
事
項

・
必
要
以
外
の
現
金
や
時
計
な
ど
、

貴
重
品
は
持
っ
て
行
か
な
い
。

・
自
転
車
は
、
な
る
べ
く
乗
っ
て
行

か
な
い
。
も
し
、
乗
っ
て
行
く
と

き
は
、
鍵
が
か
か
る
よ
う
に
す
る
0

・
水
着
な
ど
所
持
品
に
は
、
必
ず
住

所

・
氏
名
を
書
く
。

-
プ

l
ル
サ
イ
ド
は
焼
け
て
熱
い
の

で
、
付
き
添
い
の
人
は
、
上
履
が

必
要
で
す
。

期
間

7
月
2
日

ω19月
刊
日

ω

時
同

午
前
叩
時
i
午
後
6
時

休
み

毎
月
第
1
・
3
月
曜
日

※
休
み
な
ど
を
変
更
す
る
場
合
は
、

あ
ら
か
じ
め
、
プ

i
ル
管
理
棟
の

前
に
掲
示
し
ま
す
。

使
用
料

小

・
中
学
生
1
1
5
0
円

大
人

・
高
校
生
1
3
0
0
円

※
小

・
中
)
手
生
は
、
夏
休
み
期
間
以

外
の
遊
泳
時
間
を
、
土
曜
日
の
午

後
お
よ
び
日
曜
日
の
み
と
し
ま
す
。
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画
閣
閣
閣
凶

納
付
は
お
済
み
で
す
か

軽
自
動
車
税

・
自
動
車
税
の
納
期

限
は
、

5
月
白
日
で
し
た
。
ま
だ
納

付
さ
れ
て
い
な
い
人
は
、
至
急
、
納
め

て
く
だ
さ
い
。
遅
れ
る
と
、
年
利
U

.
6
%の
延
滞
金
が
加
算
さ
れ
て
、

余
分
な
負
担
が
か
か
り
ま
す
。

ま
た
、
転
居
な
ど
の
た
め
、
納
税

通
知
書
が
届
い
て
い
な
い
と
い
う
よ

う
な
人
は
、

至
急
、
新
住
所
を
お
知

ら
せ
く
だ
さ
い
。

な
お
、
領
収
書
に
は
車
体
検
査
時

に
必
要
な
、
納
税
証
明
書
を
添
付
し

て
い
ま
す
。
大
切
に
保
管
し
て
く
だ

さ
い
。

連
絡
・
問
い
合
わ
せ
先

軽
自
動
車
税

l
市
税
務
課
市
民
税
係

自
動
車
税

1
長
崎
県
自
動
車
税
事
務

所

(
宮
長
崎
⑫
8
8
3
5
)

軽
自
動
車
税

大村ヘ誘致しましょう県工業試験場を

県
営
パ
ス
大
多
武
線
を

ち
且

b
a守

下
水
道
工
事
の
た
め
、
大
タ
タ
武
線

を
、
次
の
通
り
う
回
し
ま
す
。
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

う
回
区
間

本
小
路
停
留
所
|
一一一
石
停
留
所
聞

を
国
立
病
院
前
経
由
に

期
間

7
月
幻
日
間

1
8
月
白
日

ω

※みんなの力で
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悪
徳
商
法
に
よ
る
被
害
が
続
出
し
て
い
ま
す

県
内
で
も
、

レ
ジ
ャ
ー
会
員
権
販

売
(
ゴ
ル
フ
、
テ
ニ
ス
な
ど
)
で
の

被
害
が
山
山
て
き
て
い
ま
す
。

画
本
当
に
必
要
か
ど
う
か
、
よ
く
考

え
ま
し
ょ
う
。
家
族
と
も
、
よ
く

相
談
し
ま
し
ょ
う
。

圃
必
要
で
な
け
れ
ば
、
勇
気
を
持
っ

て
断
り
ま
し
ょ
う
。

画
契
約
、
ま
た
は
申
し
込
み
を
し
た

暗
は
、
書
面
が
渡
さ
れ
ま
す
。

圏
内
容
を
よ
く
読
ん
で
、
確
認
し
た

後
で
、
印
鑑
を
押
し
ま
し
ょ
う
o

-
契
約
を
し
た
後
、
解
除
し
た
い
晴

は
、
ク
l
リ
ン
グ
オ
フ
制
度
が
あ

り
ま
す
。

〉〉ク
l
リ
ン
グ
オ
フ
制
度
と
は
〉
〉

本
当
に
必
要
な
契
約
か
、
冷
静
に

考
え
る
期
間
で
、
告
知
さ
れ
た
日
を

合
ん
で
7
日
間
あ
り
ま
す
。
こ
の
期

間
な
ら
、
無
条
件
で
契
約
の
解
除
や

申
し
込
み
の
撤
回
が
で
き
ま
す
。

ク
l
リ
ン
グ
オ

フ
制
度
を
利
用
す

る
場
合
は
、
電
話
で
な
く
、
必
ず
書

面

(で
き
れ
ば
内
容
証
明
郵
便
)
で

申
し
出
ま
し
ょ
う
。
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自転車も受通ルールと
マナーを守ろう

むおお市政だより(3) 

走行中のすべての自動車が燈火

している時の自転車の燈火状況

無燈火走行
(68.9%) 

最近、 無灯火走行で歩行者に

重傷を負わせたり、ーたん停車

しないため自動車と接触する な

ど大きな事故が起っています。

少年センタ ーと生活環境課で

は、自転車に関する実態調査を

実施しましたので、その一部を

紹介します。

あなたは、自転車を盗まれた

二とカずありますか。

な い

(68.9%) 

灯火走行や交差点、での一時停止はあまり守ら れていませ

ん。

また、施錠忘れのための自転車盗難も多いようです。

快適に安全に乗るために、交通ルールとマナーを守りま

しょう 。

交差点での一時停車

一時停止なし
(82.0%) 

ハ《後継者で資格のある人は

舎すぐ加入しましょう小

一
芯
村

田
川
州
問

…
子
布

一
円
以

町
村
川

町
ノ
¥

厄
伝
享

)
@
A
|
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農
業
者
年
金
は
「
農
民
に
も
サ
ラ

リ
ー
マ
ン
並
み
の
年
会
弘
を
」
と
い
う
、

農
家
の
皆
さ
ん
の
、
強
い
要
望
に
よ

っ
て
で
き
た
年
会
弘
で
す
。

現
在
、
市
内
で
農
業
者
年
金
加
入

者
は
約
5
7
0
人
、
経
営
移
譲
年
金

や
農
業
者
老
齢
年
金
を
受
け
て
い
る

人
は
2
5
0
人
以
上
に
の
ぼ
っ
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
加
入
資
格
が
あ
る
の
に
、

年
齢
が
若
い
と
か
、
将
来
の
年
会
弘
制

度
に
不
安
が
あ
る
と
い
っ

た
理
由
で
、

加
入
さ
れ
て
い
な
い
人
も
か
な
り
い

ら
っ
し
ゃ
る
よ
う
で
す
。

年
金
は
早
く
加
入
し
、
加
入
期
聞

か
長
け
れ
ば
長
い
ほ
ど
、
受
け
取
る

額
も
大
き
く
な
り
ま
す
。

ま
た
、

農
業
者
年
会
ヰは
、
他
の
年

金
制
度
に
も
類
の
な
い
高
率
の
国
庫

補
助
が
な
さ
れ
て

い
ま
す
。
言
い
替

え
れ
ば
、
年
余
且
の
将
来
に
つ

い
て
、

園
が
責
任
を
持
っ
て
い
る
と
い
う
こ

と
で
す
。
長
期
間
保
険
料
を
納
め
、

将
来
年
会
且
が
受
け
ら
れ
な
い
と
い
う

こ
と
は
あ
り
得
ま
せ
ん
。

年
金
は
、
前
の
世
代
の
人
の
影
後

生
活
を
、
後
の
世
代
の
人
が
納
め
る

保
険
料
と
、
国
の
補
助
と
で
支
え
る

仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、

親
が
も
ら
っ
て
い
る
農
業
者
年
金
は
、

そ
の
後
継
者
で
あ
る
新
し
い
経
営
主

の
保
険
料
と
、
国
の
補
助
と
で
賄
わ

れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
わ
け

で
す
。
こ
の
よ
う
な
皆
さ
ん
が
加
入

さ
れ
な
い
で
い
る
と
、
年
会
半
制
度
そ

の
も
の
を
、
弱
め
て
し
ま
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。

農
業
経
営
を
引
き
継
い
で
、
農
業

経
営
、王
と
な
り
、

農
業
者
年
金
に
、

当
然
に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

要
件
(
印
ア

l
ル
以
上
の
農
地
に
つ

き
経
営
移
譲
を
受
け
た
国
民
年
金
の

被
保
険
者
)
を
備
え
た
人
は
、
加
入

す
る
責
任
が
特
に
大
き
い
と
言
わ
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

多
}後
と
い
う
の
は
、
誰
に
で
も
必

ず
訪
れ
ま
す
。
人
生
初
年
時
代
と
な

っ
た
昨
今
、

い
か
に
老
後
を
豊
か
に
、

生
き
甲
斐
を
持
っ
て
過
ご
す
か
と
い

う
こ
と
が
、
大
き
な
課
題
と
な
っ
て

き
て
い
ま
す
。
農
業
者
年
会
且
は
、
必

ず
、
老
後
生
活
の
助
け
に
な
り
ま
す
。

是
非
、
ご
加
入
く
、
疋
さ
い
。

な
お
、
加
入
の
手
続
き
な
ど
、
ご

不
明
の
点
は
、
農
業
委
員
会
ま
た
は
、

最
寄
り
の
農
協
へ
、
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

ご協力くださ い)お手伝い (工事中ご迷惑をおかけ しますが、明るいくらしの※下水道
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「空きかん回収」ご苦労さまでした(広 市内一円)

晴天lこ恵まれ、約6800人ガ参加。約9トン (20万個〉の空
きかんを回収しだ。叡乱する空きかんを無くし、 美しい大

村にいだしましょう。

北海道からスズランのプレゼント(% 市立病院3
東亜圏内航空から「皆さん、早く元気になってください」

と、北海道から届いだ、可愛いスズランガプレゼントされ

ましだ。 ~トJl第筋知5回一回小学生ガら一般まで、 151)'、ループ約 280人ガ出場。 巴頃の

練習の成果を披露し、 会場いっぱいの人から、盛んな拍手

を受けました。

健
康
教
育
講
演
会

期
日

7
月
日
日
附

場
所

大
村
市
農
協
三
浦
支
所

講
演
会

時

間

午

後

1
時
初
分

演
題
成
人
病
の
予
防
に
つ
い
て

講
師
田
崎
医
院

田
崎
英
秋
先
生

健
康
相
談

(市
保
健
婦
)

時

間

午

後

3
時

レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診
の

結

果

5
月
日
日
l
M
日
ま
で
実
施
し
た
、
レ

ン
ト

ゲ
ン
検
診
の
結
果
は
、

6
月
お
日
ま
で
に
通
知

の
な
か
っ
た
人
は
、
異
常
な
し
で
す
。

な
お
、
次
の
よ
う
な
結
果
が
で
て

い
ま
す
。

健
康
の
た
め
、
年
1
回
は
検
診
を
受
け
て、

早

期
発
見
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

%
 

市
掛
干
Z者包彩撮接直要者一品又齢

19歳以下i 3人 O 
ノ、

20代 39 O 

30代 271 2 

40代 174 0.5 

50代 im 3 1.4 

13 4.1 

70代目 15 8.6 

I 80代 32 6 18.8 

I 90代 | l O O 

年

お'ス漏れ警報器
~取り付けはお済みですか~

7 月 1 日 ~8 月 31 日は「都市ガス

用ガス漏れ警報器普及促進全国統

一キャンペ ン」を実施中です。

この機会に、お宅にも是非、ガス

漏れ警報器をお取り伯けください。

(毎週火・金曜日、 午前10時~午後 5時)E③407 0 ※子育て電話相談室
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ご
存
知
で
す
か

抱

a
a官
3
3

在
宅
の
心
身
障
害
児
(
者
)
の
人

も
施
設
を
利
用
で
き
ま
す

心
身
障
害
児
(
者
)
施
設
が
、
花

宅
の
心
身
障
害
児
(
者
)
の
、
福
祉

の
向

t
に
役
立
て
る
た
め
、
次
の
事

業
が
あ
り
ま
す
。

画
緊
急
一
時
保
護
事
業

重
度
心
身
障
害
児
(
者
)
を
、
保

護
者
が
、一

時
的
に
家
庭
に
お

い
て
、

保
護
で
き
な
い
場
合
、
緊
急
に
施
設

へ
一
時
入
所
で
き
ま
す
。

期
間

7
日
間
以
内

※
一
部
負
担
金
が
あ
り
ま
す
o

-ブ
1
ル
開
放
事
業

7月1日-31日

諌
早
療
育
セ
ン
タ
ー
の
プ
l
ル
を

利
用
し
、
心
身
障
害
児

(者
)
の
、

療
育
訓
練
、
健
康
の
増
進
を
図
り
ま

す
。
料

金

無

料

な
お
、
両
事
業
と
も
あ
ら
か
じ
め

登
録
が
必
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先

福
祉
課
福
祉
係

巡
回
掴
談
を
開
設

子
供
の
健
康
や
し
つ
け
な
ど
に
つ

い
て
、
お
困
り
の
人
は
い
ま
せ
ん
か
。

「子
供
の
こ
と
で
、
相
談
し
た
い
」

「話
し
を
聞
き
た
い
」
、
そ
ん
な
人

の
た
め
に
、
医
学

・
言
語

・
心
理

・

む

愛の血液

助け合い運動

献血をする人が年々増えています。

でも

血液が必要な患者さんも

士曽えています。

医療技術の

進歩により

血液の需要は

これからも

士営力Eすると

予想されます。

あなたも

献血に

ご協力を

おお市政だより(5) 

②明手害時閣喜界の芸書簡 ※富安宗 主明書品正室智て当 f主大豊 l三議
午 遵 内午 カ 休 日 ~ 円合 人午 O お日 ょで事 し直 栄

3わ ヘ7大言)ご7ギ共 T午み曜 7 弓み 曇 わ コ面 専 7気はうもなま接養

;芸言2z主 言A4雪fTZR223 塁 芸 i 子ロ 3?? ー 'I'~ 百 hi3 
4学書(日)軍嘉 日正義HFoH)官 21長雲品五5z関 手η
i童所、( 所、子 第 午 14¥日九 教 ィ 加を 解、 る専
1f裏 午 若 Fへ午 、2後日 8 ばII 育セ時午 く設決ど巡 門

i喜男i :男草罪品占立 国 課川 E22 与会見z
前(時) 幼時家 室 30 日日 間 i時時 いす お小談先

稚 1 庭 分はcu忌j 。のきさを生

力、、 が

ン序 目
玉言倒本
昌的で
去には
ν ノ生~ -+i 

粘 fて1
1事記ら
}、で中
よすで
足利主
も円
爪早ガ
とよ期ン

優事積額
ガンか5
家庭を守ろう

1?万6千人を超えたガン死亡(昭和58年)

の
時
期
に
発
見
し
て
治
療
す
れ
ば
附

%
近
く
治
り
ま
す
。

早
期
発
見

・
早
期
治
療
す
る
こ
と

が
決
め
手
に
な
り
ま
す
。

早
期
ガ
ン
が
発
見
さ
れ
る
割
合
は
、

集
団
検
診
で
印
%
に
も
の
ぼ
り
ま
す
勺

自
覚
症
状
が
な
く
て
も
、
年
1
回

の
、
胃
の
検
診
を
ぜ
ひ
受
け
る
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

大
村
市
で
は
8
月
に
実
施
予
定
で

す
。
詳
し
く
は
、
7
月
日
日
号
に
掲

載
予
定
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先

生
活
環
境
課
衛
生
係

( 7 月 20 日⑤、午後 1 時~3 時、福祉セ ンタ ー )

女 72，861人男 103，313人

※耳とことばの相談日

部
位
別
ガ
ン
死
亡
割
合
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ス
ポ

ツ

中
高
齢
者
親
睦

バ
、
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

資
格

男
子
印
歳
、
女
子
必
歳
以
上

日
時

7
月
比
日
叩
、
午
前
日
時

場
所

中
央
小
学
校
体
育
館

種
目

ダ
ブ
ル
ス

参
加
料

1
人
5
0
0
円

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

福
祉
セ
ン
タ
ー
(
宮
③
1
3
5
2

木
林
林
)

少
年
少
女

ゴ
ム
ボ
ー
ト
大
会

日
時

7
月
お
日
間
、
午
前
日
時
、

雨
天
順
延

場
所

大
村
競
鰭
場

対
象

小
学
生
以
上
(
一
般
の
試
乗

も
行
い
ま
す
)

参
加
料

無
料

内
容

小
型
船
舶
操
従
士
免
許
取
得

者
が
同
乗
し
、
定
め
ら
れ
た
コ
ー

ス
を
回
り
ま
す
。

申
込
期
限

7
月
お
日
附

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

長
崎
県
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
競
走
会

(

一

Tm玖
島
郷
目
、
告
②
6
1
9
4
)

海
の
旬
間

海
洋
ス
ポ
ー
ツ
普
及
大
会

日
時

7
月
お
日
俗
、
午
前
9
時

1

午
後
3
時

場
所

大
村
競
艇
場

対
象
・
定
員

小
学
5
年
生

1
一
般、

1
0
0
人

内
容

ヨ
ッ
ト
、
カ
ヌ
l
、
ダ
ブ
ル

ス
カ
ル
な
ど
の
試
乗
会

参
加
料

無
料

申

込

期

限

7
月
初
日
出
、
定
員
に

な
り
次
第
、
締
め
切
り
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

長
崎
県
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
競
走
会

(宮
②
6
1
9
4
)

し
も
I
B
-
-‘
ハ守

〆
円七

少
林
寺
拳
法
教
室

期
間

7
月
8
日
間
1
7
月
白
日
附

対
象

青
少
年
、
一
般

場
所
・
時
間

o
市
武
道
館

l
毎
週
月
・
水
・
金
曜

日
、
午
後
6
時
初
分
1
8
時

0
富
の
原
児
童
体
育
館

1
毎
週
火
曜

日
・
午
後
6
時

1
8時
、
毎
週

木
曜
日

・
午
後
7
時

1
8
時

o
西
大
村
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
1
1毎
週
月
・
木
曜
日
、
午

後
6
時
初
分

1
8
時

受
講
料

無
料

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

少
林
寺
拳
法
大
村
道
場

面
④
0

7
4
1
内
田
)
、
ま
た
は
練
習
日
に

直
接
会
場
へ

J

コS
2
=
デ
イ

包
ン
タ
l

宮
⑥

5
1
6
1

少
年
歴
史
ク
ラ
ブ

郷
土
の
歴
史
を
知
り
、
郷
土
を
愛

す
る
心
を
養
い
、
そ
れ
を
日
常
生
活

に
生
か
し
て
い
こ
う
と
い
う
目
的
で

聞
き
ま
す
。

期
間

7
月
1
臼
年
1
月

対
象
・
定
員

小
学
6
年
生

1
中
学

2
年
生
、
日
人

内
容

文
化
財
な
ど
に
つ
い
て
の
学

習
、
野
外
活
動
(
キ
ャ
ン
プ
な
ど
)

郷
土
の
歴
史
ほ
か

受
講
料

無
料

申
込
期
限

7
月
刊
日
側
、
定
員
に

な
り
次
第
、
締
め
切
り
ま
す
。

申
込
方
法

学
校
名

・
学
年

・
氏
名

・
電
話
番
号
を
は
が
き
か
電
話
で
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
(
干
鰯

幸
町
お

i
お
)
へ
。

操
作
技
術
認
定
講
習
会

日
時

7
月
幻
日
間

・
お
日

ω、
午

後
6
時
却
分

1
9
時
犯
分

場
所

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

定
員

加
入

受
講
料

無
料

受
付

7
月
8
日
間
1
日
日

ω

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

長崎県

勤労青少年の日のつどい
期日 7月20日∞-21日(日)
場所 いこいの村長崎

参加料 2，0ω円

申込期限 7月8日伺)

申し込み・問い合わせ先

勤労青少年ホーム(宮③1353)

市
ミ
リ
映
写
機

i

桂
玖
L

、M
V

D
か
れ

/
/
/γ
¥

ボ
ゲ

Z
Z

V
¥

ヲク
/
W

マト
ν
h却
:

る

、

ふ

和

問

男

孟守
票
読
滋
助
国
よ

い

y
u
w
N6
津
町
J

判

L
1
J
対

E
L
T
員

一之
S
.
J

・
札寺
町苅
三べ
片付
M

し

胴

梓

附

〈

/

〆

明

fv宍
守

初

日

和

明

の
(一

藤

恥

船
上
瓦
泊
四

称
m
M

せ

勝

福

敬

掛

か

宗

礼

(

三
あ
瀬
問

者

劃

臥

サ

湖

産

明
担
一
、
他
係

刊日

間

体
子

幸

光

U

品
=
子
り
活
様
観

k
'
左
お
言
明
課

』
斗
H
d

、
-

…

…

場

ル

時

一

引

制

一目的

い

プ

セ

福

長

航

時

羊

~

ン

レ

臥
間
サ
但
商

ゲ

ヤ

。

フ

汀

汀

什

市

-
E

……

件

け

ツ

明
畑
酌
問

時

コ

富
紅
川
堀

わ

……
一岳

安

門
づ
川
市
侃
怜ロ

仏
野

花

材
中
開
軒

胤

⑨⑧⑧⑨θ⑧⑧⑧⑨⑧⑧ 
日.A./V"親子で自然に親しんでみませんか V山~

期日 7 月 13 日 (土)~ 14 日(日)

場所 野岳湖キャンプ場

対象・定員 親子25組

参加料 無料 (食事材料は各自持参)

内容 キャン プ教室、キャン プファイヤー

ペダルボ、ート・レンタサイクルの開放

郡岳登山(希望者のみ)ほか

申込期限 7月11日(木)

申し込み・問い合わせ先

山聞き

商工観光課観光係
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“-<<-tC. H. H. H. (C. H. H 

受付開始

7月5日(釦

定員になり次第、締め切りま

す。

受講料

無料(教材費は実費)

申込方法

電話でコミュニティセンター

ノ¥

宮④ 3161 

教 室名 葉月 間 対象 ・定員 講師{敬狩時)

子ども 7 月 22日 ~8 月 1 2 日 小学 1 年生~4 年生
市村幸子

おり紙教室 毎週月曜日 1 0:00~ 12:00 30人

親子 7 週月2水4曜日~日-8 月12 日 小学 4 年生~6 年生
毎1O:00~12:00 岩永憲治

やきもの教室 ( 4回目のみ月曜日) 親子10組

子ども 7 週月2木5曜日~8 月22 日 小学4 年生~6 年生

おやつ教室
毎日 10:00~12:00 

30人
山口貞子

( 3・4回目のみ火曜日)

中学生の 7 週月2金6曜日~日8 月23 日

料理教室
毎 1 0:00~12:00 中学生、 30人 山口貞子
(3回目は木曜日、4回目は火曜日)

中央公民館 (コミュ二ティセンタ内)4ふ4ふ4ι4ふ4ふ-<<-

E③ 1 376 -<<-<<・u-u

講座名 期 間 対象 ・定員

お や つ
7 月 24 日 ~8 月 7 日 小学 5 年生~ 6 年生
毎週水曜日 9:30~ 12:00 3 0人

お 紙
7 月 24 日 ~8 月 7 日 小学 1 年生~ 6 年生
毎週水曜日 10:00~12:00 4 0人

紙ねん土 7月29日(月)、30日伏) 小学4 年生~6 年生
工 作 8月5日(月) 10 : 00~12 : 00 2 0人

手づくりく新聞 7 月 25 日 ~8 月 8 日 小学4年生~中学生
と本づ り 毎週木曜日 1O : 00~ 12:00 1 5人

中地区公民館 ( 干856 松並 1 丁目 246~5)

受講料 無料(教材費は実費)

申込方法 往復はがきに、 氏名、住所、学

校、学年、性別、電話番号、希望講座(1

講座)を書いて申し込んでください。

直接、申し込まれる場合は、返信用はが

きを持参してください。電話での申し込

みはできません。

申込先 中地区公民館

申込期限 7月15日(月)必着

※申し込み多数の場合は、抽選 (抽選日:

7月16日)とします。

!t.t(. !t.叫-u事叫.

を
き
#
命

V

、a
a
m守
政
⑥

ー
竹
松
小
学
校
区
青
少
年
健
全
育
成
協
議
会
{
¥
J

子
供
た
ち
の
声

や
、
考
え
を
知
る

こ
と
に
よ
り
、
私

た
ち
大
人
は
、
そ

れ
を
ど
う
生
か
し
、

是
正
し
、
反
映
し

た
活
動
を
す
る
か

と
い
う
こ
と
も
、

組
織
と
し
て
の
健

全
協
で
は
大
切
な

こ
と
と
思
い
ま
す
。

そ
の
意
味
で
は
、

昨
年
度
末
、

子
供

た
ち
の
作
文
集
を

広
報
紙
に
折
り
こ

み
、
全
世
帯
に
配

布
し
た
こ
と
は
有

と
オ

意
義
で
し
た
。

中
に
は
、
大
人
に
対
す
る
厳
し

い
批
判
も
あ
り
ま
し
た
。

子
供
は
、
身
近
か
な
親
を
、
そ

し
て
大
人
を
見
て
育
つ
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
健
全
育
成
は
、
た
だ

単
に
何
か
行
事
を
す
る
と
い
う
こ

と
ば
か
り
で
な
く
、
大
人
自
身
が

姿
勢
を
変
え
る
こ
と
に
努
力
し
、

人
の
心
の
持
ち
方
を
自
然
に
教
え

る
、
さ
さ
や
か
な
ふ
れ
あ
い
こ
そ

大
切
に
す
る
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。

竹
松
小
校
区
健
全
協
の
、
昨
年

度
最
大
の
行
事
と
し
て
実
施
し
た

新
し
い
試
み
の
「
親
子
で
夜
歩
こ

う
大
会
」
は
、
大
成
功
で
し
た
。

こ
の
行
事
会
」
き

っ
か
け
と
し
て
、

地
区
の
関
心
も
高
ま
り
、
今
後
ど

の
よ
う
な
活
動
を
し
た
ら
よ
い
か
、

い
か
に
し
て
各
協
力
団
体
の
連
携

を
よ
り
深
め
、
密
に
し
て
い
く
か
、

今

一
度
、
真
剣
に
考
え
な
お
す
時

期
に
き
て
い
る
と
も
言
え
ま
す
。

寄
S
ま
留
意
事
事
事
茎

(親子で夜歩こう大会)

ひと

※愛の心で他人の子もしかる運動を定着させましょう
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県
展
作
品
を
募
集

部
門

日
本
画
、
洋
画
、
デ
ザ
イ
ン
、

工
芸
、
写
真
、
書
、
彫
刻

出
品
点
数

1
部
門
1
人
2
点
以
内

出
品
料

1
点
2
0
0
0
円
(
学
生

は
1
0
0
0
円
)

受
付

8
月
1
日
嗣

i
u
日
幽

搬
入

8
月
お
日
間
、
初
日
刊
に
、

県
展
事
務
局
へ
。

※
お
日
・
弘
日
お
よ
び
お
日
(
午

前
中
)
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
へ
持
参
分
は
一
括
搬
入
し

ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

県
展

事
務
局

(県
美
術
博
物
館
内
、

宮

長
暗
③
6
3
4
1
)、
市
教
育
委
員

会
社
会
教
育
課

昭

和

閃

年

度

教

科

書

展

示

会

期
間

7
月
1
日
叩

i
m
日
刷
、
日

曜
日
は
休
み

場
所

教
科
書
セ
ン
タ
ー

(
大
村
小 (喜容空襲ちゃん 東大村守丁目〉

学
校
図
書
室
)

展
二
併
教
科
書

小

・
中
・
高
校
用

※
期
間
外
で
も
、
申
し
込
み
を
す
る

と
、
い
つ
で
も
閲
覧
で
き
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

税

務

職

員
(
税
務
大
学
校
学
生
)

を

募

集

資
格

昭
和

ω年
4
月
2
日
i
G
年

4
月
1
日
生
ま
れ
の
人

受
付

7
月
刊
日
制
l
口
日
嗣

試
験

日
月
6
日
間

試
験
場
所

長
崎
市
、
佐
世
保
市
ほ

・力

問
い
合
わ
せ
先

福
岡
国
税
局

(宮

福
岡
山
1
0
0
3
1
)、
諌
早
税
務

署

(
宮
諌
早
②
1
3
7
0
)

全
国
発
明
く
ふ
う
コ
ン
ク
ー
ル

作

募

集

Eコ
ロロ

部
門
・

発
明
考
案
の
部
(
一
般
部
門
、

特
別
部
門
)

・
意
匠
の
部

資
格

発
明
者
、
考
案
者
、
創
作
者

に
限
り
ま
す
。

応
募
期
限

7
月
白
日
附
必
着

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

他
発
明
協
会
(
〒
聞
東
京
都
港
区

虎
ノ
門
2
1
9
1
U
、
宮
東
京
税

1
0
5
1
1
)
 

人
形
劇
団
ク
ラ
ル
テ

お

ひ

さ

ま

劇

場

日
時
・
場
所

0
7
月
日
日
附
、
午
後
6
時
却
分

1

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

0
7
月
ロ
日
制
、
午
後
6
時

1
富
の

原
児
童
生
是

0
7
月
日
日
川
、
午
後
3
時
l
中
地

区
公
民
館
、
午
後
6
時
初
八
万
l

西
大
村
地
区
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー

作
品

お
や
ゆ
び
ひ
め
、

た
か
れ

問
い
合
わ
せ
先

こ
の
ゆ
び

大
村
子
ど
も
劇
場

(宮
③
7
0
6
3
)

※
会
員
外
は
、
入
会
金
お
よ
び
会
費

が
必
要
で
す
。

一
日
会
員

(8
0
0
円
)
も
受
け

付
け
ま
す
。

文
部
省
認
定

編

物

技

能

検

定

ど
な
た
で
も
、
何
級
か
ら
で
も
受

験
で
き
ま
す
。

期
日

9
月
日
日
間

場
所

諌
早
技
能
会
館
(
諌
早
市
)

検
定
料

1
級
l
8
0
0
0
円
、
2

級
1
5
0
0
0
円、

3
級
1
3
0

0
0
円、

4
級
1
1
0
0
0
円

申
込
期
限

8
月
訂
日

ω

問
い
合
わ
せ
先

日
本
編
物
検
定
協

会
長
崎
支
部
役
員
、
新
田
美
恵
子

(〒

m
l旧
宮
小
路
二
丁
目
1
3

1
1
、
宮
⑤
7
4
6
0
)

市
民
と
自
衛
隊
員
の

納

涼

の

タ

ベ

日
時

7
月
初
日
凶
、
午
後
7
時
1

9
時
初
分

場
所

大
村
航
空
隊

内
容

盆
お
ど
り
、

音
楽
演
奏
、

模

疑
庖
ほ
か

6
8
9
5
2
S
3
2
5
8
5言
語

3
0
8
9
35
2き
害
者

g
q
'
$
3
8
5
2
8苦
j
s
q2
3
3
5
6
9

m

マ
川
添
英
信

(
久
原
1
丁
目
)

m

w

〈
香
典
返
し
〉
敬
材
略

的

問

泉

の

里

ヘ

ジ

ュ
ー
ス

2
箱

問

似
市
立
病
院
ヘ

マ
ア
ロ
ー
マ
グ
ル
ー
プ
バ
ン
ド

m

m

マ
北
川

一
郎

(水
田
町
・
亡
父

l
泉

の

里

へ

慰

問

問

問
英
雄
)
医
療
機
器

(初

万

円

マ

三
城
ゲ

l
ト
ボ
ー
ル
愛
好
会

ω

ω

相
当
)

1
泉
の
里
へ

慰

問

ほ

か

仰

ω

文
化
基
金
ヘ

マ
大
川
田
町
老
人
登
貴
和
木
会

ω

m

マ
上
野
二
己
(
日
泊
郷

・
亡
妻

1
泉
の
里
へ
芝
生
の
草
取
り
州

側

ヒ

サ

子

)

叩

万

円

マ

大

村
高
校
家
庭
ク
ラ
ブ
H
H
泉

m

m

社
会
福
祉
協
議
会
へ

の
里
へ
お
手
伝
い

m

m

マ
釣
船
マ
ス
ヨ
(
西
三
城
町
・
マ
水
田
成
仁
(
木
場
2
丁
目
)

m

m

亡

夫

市

次

郎

)

却

万

円

泉

の

里

へ

ケ

ー

キ

却

箱

ω

ω

社
会
福
祉
協
議
会
へ
預
託

マ
荒
瀬
郷
老
人
ク
ラ
ブ

1
泉
の

m

m

マ
鬼
塚
ヒ
サ
エ
(
松
並
1
丁

目

里

ヘ

1
万
円
ほ
か

m

m

・
亡
夫
直
人
)
泉
の
里
へ

3

マ
板
橋
養
鶏
場

1
光
と
緑
の
園

m

m

万

円

向

陽

寮

へ

冷

凍

卵

初

旬

州

問
マ
波
戸
し
く

(大

川

田

町

・

亡

マ

に

せ

い

会

1
大
村
子
供
の
家

側

ω

姉

徳

村

ツ

イ

)

泉

の

里

へ

初

へ

黒

木

農

場

の

山

小

屋
建
設

m

m

万
円

マ

大

村

民
踊
愛
好
会

1
身
体
障
問

問
マ
西
フ
イ
子
(
桜
馬
場
2
丁

目

害

者

団

体

連

合

会

へ

5
万
円

ω

m

・
亡
夫

千

歳

)

視

力

障

害

者

マ

本

田

実

(長
崎
市
)
視
力
側

m

協
会
へ
叩
万
円

障
害
者
協
会
へ
視
力
障
害
者

m

m

用

録

音

テ

l

プ

削

本

問

問

〈
一
般
寄
付
》
敬
称
略

ー

w

m

マ
赤
水
清
春

(
本
町
2
丁
目
)

m

m

社
会
福
祉
協
議
会
へ
預
託

大
村
子
供
の
家
へ

1
万

円

削

容
草
少
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522 ありがとうございました
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